
1

（仮称）大阪市こどもの貧困対策推進計画（第２期）における
目標の設定について

資料３



2

現計画について

・基本理念の実現に向けて計画が円滑に進捗したのかを適切に把握するため、指標に加え、新たに、具体的な数値目標を設定

（仮称）こどもの貧困対策推進計画（第２期）における目標の設定について

こどもを取り巻く環境の変化を測定するための数値として、国の大綱における指標の考え方と同様に、

現状を把握するためのものとして、毎年度測定できる２８の指標をこどもの成長段階に応じて設定

次期計画について

＜設定の考え方＞

◆ 基本理念
こどもの貧困の背景には、様々な社会的要因があることを社会全体で広く共有し、貧困により、こども・若者が
その権利利益を害され及び社会から孤立することがないよう、現在の貧困を解消するとともに将来の貧困を防ぐため、
必要な支援が切れ目なく行われることで、一人一人の豊かな人生を実現できる社会を、大阪のまちの力を結集して実
現します。

・具体的な項目は、実態調査等のアンケート項目から設定

・R10年度実施予定の次回の実態調査等において達成状況を確認

支援を必要としている人に
必要な支援を届ける

家庭の経済状況によりこどもの生
活が制約されることなく夢や希望
を持ち挑戦できるようにする

次の２つの観点から数値目標を設定
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① 「こども食堂などの利用状況」について

◆困窮度別に見たこども食堂などの利用状況
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中央値以上…

困窮度Ⅲ…

困窮度Ⅱ…

困窮度Ⅰ…

利用したことがある
利用したことはない（あれば利用したい）
利用したことはない（今後も利用したいとは思わない）
利用したことはない（今後も利用したいか分からない）
無回答

こども食堂などの利用率は、全体でみると困窮度Ⅰ群の世帯がわずかに高い（13.2％）ものの、全体的に一定の割合が
「利用したことがある」と回答している。国の調査結果と比べ、こども食堂などの利用率が高い傾向にあるが、「利用した
ことはない（あれば利用したい）」と回答した層が存在している。

こども食堂などの利用を希望しているこどもが、利用できる状態を目指し、目標値を設定
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上

(n=1,287)

中央値の2分の1以上

中央値未満(n=938)

中央値の2分の1未満

(n=326)

利用したことがある
利用したことはない、あれば利用したいと思う
利用したことはない、今後も利用したいと思わない
利用したことはない、今後も利用したいかどうか分からない

≪参考≫Ｒ３子供の生活状況調査の分析報告書(内閣府)

①＝中央値以上
②＝困窮後Ⅱ＋困窮度Ⅲ
③＝困窮度Ⅰ

①

②

③

13.2% 30.4%

10.8% 28.4%

11.6% 28.7%

目標値設定の考え方目標値※現状値

「あれば利用したい」層に対して
の取組効果を利用状況に反映さ
せる（こども回答）

【困窮度Ⅱ】

【困窮度Ⅲ】

①こども食堂などの利用を希望している
こどもが、利用できる状態

こども食堂などの利用状況
（困窮度Ⅰ～Ⅲ）

【困窮度Ⅰ】

実態調査等のアンケート項目目指す姿



4

② 「平日の放課後におけるこどもの過ごし方」について
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自分の家

おばあちゃん・おじいちゃんの家

ともだちの家

塾

習いごと

学校

公園・広場

スーパーやショッピングモール

コンビニエンスストア

ゲームセンター

図書館や公民館など公共の施設

地域の居場所

学童保育

その他

無回答

中央値以上… 困窮度Ⅲ… 困窮度Ⅱ… 困窮度Ⅰ…

◆困窮度別に見た平日の放課後を過ごす場所

困窮度が高くなるにつれ、「塾」や「習いごと」で過ごすと回答する割合が低く
なっている。

経済的な状況にかかわらず、塾や習いごとに行きたいと思う人が行ける
ようにするため、「塾」や「習いごと」で過ごすと回答した中央値以上群相当
分を目指し、目標値を設定

【困窮度Ⅰ】 22.6%

【困窮度Ⅱ】 24.5%

【困窮度Ⅲ】 26.0%

【困窮度Ⅰ】 24.9%

【困窮度Ⅱ】 27.5%

【困窮度Ⅲ】 31.2%

目標値設定の考え方目標値※現状値

平日の放課後におけるこどもの過ごし方
（塾・習いごとの割合）
（困窮度Ⅰ～Ⅲ）

塾 36.1%

習いごと 38.5%

②経済的な状況にかかわらず、塾や習い
ごとに行きたいと思う人が行ける状態

R5の中央値以上

実態調査等のアンケート項目目指す姿



質問項目
塾や習い事に行って
いない児童生徒

塾や習い事に行っ
ている児童生徒

違い
（オッズ比）

自分に自信がある 47.6% 61.9% 1.79
遊びに出かけるのが好きだ 84.3% 90.4% 1.76
将来の夢や目標を持っている 62.3% 74.0% 1.72

やろうと思ったことがうまくできる 73.3% 82.3% 1.7

考えを相手に伝えられる 55.1% 67.2% 1.68
元気いっぱいだ 86.5% 91.3% 1.62

楽しみにしていることがたくさんある 92.2% 95.0% 1.61

つらいことがあっても立ち直れる 64.7% 72.6% 1.45

いらいらする 59.9% 60.4% 1.02
よくかゆくなる 24.0% 23.3% 0.96
歯痛 2.3% 2.1% 0.91
不安な気持ちになる 57.5% 54.2% 0.88
一人ぼっちのような気がする 38.5% 35.2% 0.87
まわりが気になる 60.2% 56.8% 0.87
よく風邪をひく 4.4% 3.7% 0.83
不眠 13.3% 10.9% 0.8
頭痛 18.7% 15.3% 0.78
腹痛 22.7% 18.2% 0.76
やる気が起きない 73.7% 66.0% 0.69

＊オッズ比の値が1より大きい場合、その値が大きいほど塾や習い事に行く経験の差と質問項目との関連の程度が大きくなります。
＊塾や習い事に行く経験の差は、「自分に自信がある」や「将来の夢や目標を持っている」など自己有用感等に影響を与えています。

「塾や習い事」に行く経験の差による子どもたちが普段考えていることや体・気持ちの状態への影響について

習
い
事
が

⊕

習
い
事
が

⊖

大

小

関連の
程度

使用データ：令和5年度子どもの生活に関する実態調査データ

小

大

大阪市総合教育センターシンクタンク統括室による分析結果
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③ 「養育費の受領状況」について

次期大阪市ひとり親家庭等自立促進計画において、「母子家庭の養育費の受領率」を計画の目標と位置づける予定。
こどもの貧困対策推進計画においてもこれに準じて、目標値を設定する。

国においては、令和13年時点での養育費の受領率目標を、養育費の取り決めの有無に関わらない受領率40.0％、うち、
養育費の取り決めがある場合の受領率70.0％と設定している。

国目標を達成できるよう、母子家庭における養育費の受領率について、令和11年時点においては、養育費の取り決めの
有無に関わらない受領率36.3％、うち、養育費の取り決めがある場合の受領率66.4％を目標値とし、令和10年に実施す
る「大阪市ひとり親家庭等実態調査」で測定する。

こどもにとって不利益が生じることのないよう、こどもの最善の利益を考慮しながら、養育費の履行が確保できるよう
国目標を目指し、目標値を設定

26.8% 36.3%

57.4% 66.4%

目標値設定の考え方目標値※現状値

養育費の受領状況
（全体の受領率・取り決めをしている人の
受領率）

全体の受領率
国の示す目標値を達成すること
を目標とする。
〈2031年国目標〉
全体：R3・28.1→40%
取り決めあり：R3・57.7%→
70%

③養育費の履行が確保できている状態

取り決めをしている人
の受領率

実態調査等のアンケート項目目指す姿
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④ 「就学援助を利用しない理由」について

◆困窮度別に見た就学援助の受給状況

11.2

42

60

2.9

10.3

11.7
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7.1
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中央値以上

(n=8,830)

困窮度Ⅲ

(n=5,275)

困窮度Ⅱ

(n=915)

困窮度Ⅰ

(n=2,641)

現在利用している
現在利用していないが、以前利用したことがある
利用したことがない
無回答

◆困窮度別に見た就学援助を利用しなかった理由

「就学援助を利用しなかった理由」について、
困窮度Ⅰ群において、 「制度を知らなかった」、「手続きがわからなかったり、利用しにくい」の割合があわせて（12.9％）

 制度周知の充実の効果を反映し、制度を知らない４.１％相当分を改善
困窮度Ⅱ群において、 「制度を知らなかった」、「手続きがわからなかったり、利用しにくい」の割合があわせて（７.0％）
制度周知の充実の効果を反映し、制度を知らない0.9％相当分を改善

91.1
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58.8
8

4.1
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中央値以上

(n=7,833)

困窮度Ⅲ

(n=3,711)

困窮度Ⅱ

(n=344)

困窮度Ⅰ

(n=628)

制度の対象外 利用はできるが、特に利用したいと思わなかったから

利用したいが、今までこの支援制度を知らなかったから 利用したいが、手続がわからなかったり、利用しにくいから

それ以外の理由 無回答

3.2

0.9

6.1

12.9% 8.8%
制度周知の充実の効果を反映
し、知らない4.1％相当分を改善

7.0% 6.1%
制度周知の充実の効果を反映
し、知らない0.9％相当分を改
善

目標値設定の考え方目標値※現状値

就学援助を利用しない理由
（利用したいが、今までこの支援制度を知
らなかったから・利用したいが、手続がわ
からなかったり、利用しにくいからと回
答した割合）
（困窮度Ⅰ・Ⅱ）

【困窮度Ⅰ】

【困窮度Ⅱ】

④就学援助制度の対象であるにもかかわ
らず利用できていない状態の改善

実態調査等のアンケート項目目指す姿
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（仮称）こどもの貧困対策推進計画（第２期）における目標（案）について

13.2% 30.4%

10.8% 28.4%

11.6% 28.7%

【困窮度Ⅰ】 22.6%

【困窮度Ⅱ】 24.5%

【困窮度Ⅲ】 26.0%

【困窮度Ⅰ】 24.9%

【困窮度Ⅱ】 27.5%

【困窮度Ⅲ】 31.2%

26.8% 36.3%

57.4% 66.4%

12.9% 8.8%
制度周知の充実の効果を反映
し、知らない4.1％相当分を改善

7.0% 6.1%
制度周知の充実の効果を反映
し、知らない0.9％相当分を改
善

※R10の実態調査で得られた値で測定する

参考目標値設定の考え方目標値※現状値

就学援助を利用しない理由
（利用したいが、今までこの支援制度を知
らなかったから・利用したいが、手続がわ
からなかったり、利用しにくいからと回
答した割合）
（困窮度Ⅰ・Ⅱ）

【困窮度Ⅰ】
※こどもの生活に関する実態調査（小５・中２）によって測定

困窮度Ⅰ：知らない4.1％・利用しにくい8.8％
困窮度Ⅱ：知らない0.9％・利用しにくい6.1％

【困窮度Ⅱ】

④就学援助制度の対象であるにもかかわ
らず利用できていない状態の改善

養育費の受領状況
（全体の受領率・取り決めをしている人の
受領率）

全体の受領率
国の示す目標値を達成すること
を目標とする。
〈2031年国目標〉
全体：R3・28.1→40%
取り決めあり：R3・57.7%→
70%

③養育費の履行が確保できている状態

平日の放課後におけるこどもの過ごし方
（塾・習いごとの割合）
（困窮度Ⅰ～Ⅲ）

塾 36.1%

習いごと 38.5%

②経済的な状況にかかわらず、塾や習い
ごとに行きたいと思う人が行ける状態

「あれば利用したい」層に対して
の取組効果を利用状況に反映さ
せる（こども回答）

※こどもの生活に関する実態調査（小５・中２）によって測定

困窮度Ⅰ：30.4％（利用したことがある13.2%・
利用していないがあれば利用したい17.2％）
困窮度Ⅱ：28.4％（利用したことがある10.8%・
利用していないがあれば利用したい17.6％）
困窮度Ⅲ：28.7％（利用したことがある11.6%・
利用していないがあれば利用したい17.1％）

【困窮度Ⅱ】

【困窮度Ⅲ】

※ひとり親家庭等実態調査によって測定

（R1）
全体：24.4％
取り決めあり：50.6％

取り決めをしている人
の受領率

R5の中央値以上

※こどもの生活に関する実態調査（小５・中２）によって測定

塾：中央値以上36.1％
習いごと：中央値以上38.5％

①こども食堂などの利用を希望している
こどもが、利用できる状態

こども食堂などの利用状況
（困窮度Ⅰ～Ⅲ）

【困窮度Ⅰ】

実態調査等のアンケート項目目指す姿
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